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JA常陸
（令和3年度）

H26年 茨城県北部５JAが合併し発足

組合員数 52,153人（正組合員 30,584人）

職員数 1,205人（正職員 528人）
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奥久慈枝物部会
（令和4年）

• 部会員数 143人

• 栽培面積 69.6ha

• 販売金額 2億2,143万円
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成長を続ける枝物部会
部員数、栽培面積、販売実績共に成長を続けています

フッターを追加 3
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枝物とは？



産地化のキーワード
常陸大宮市で枝物部会をスタートできた要因
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1. 耕作放棄地の活用
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産地化のキーワード
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枝物における耕作放棄地の活用内訳
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耕作放棄地を部会で開墾



大きな枝、背の高い雑草、絡まる蔦などとの闘い
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耕作放棄地を部会で開墾
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耕作放棄地を部会で開墾
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耕作放棄地を部会で開墾
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1. 耕作放棄地の活用
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2. 定年帰農者

産地化のキーワード
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年齢構成別販売額（令和4年度）
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1. 耕作放棄地の活用

14

2. 定年帰農者

3. 年金＋α
産地化のキーワード



1. 耕作放棄地の活用
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2. 定年帰農者

3. 年金＋α

4. 自然の恵み
産地化のキーワード
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自然の恵み



輸送と販路戦略
枝物部会を成長・拡大するためにしたこと
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輸送問題

・立ち上げ時、少量ロットでの輸送対応

・輸送業者との現金取引の日々

・売り上げ目標額3,000万円
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奥久慈枝物をPR

・耕作放棄地活用をメインにPR

・㈱大田花きの協力

・花桃は日本一の生産地に



• 全量を注文を受けて出荷

• 綿密なスケジュールで部会内

を調整

• 奥久慈枝物部会主導での生産

と出荷

• 部会の積立金で次の手を打っ

ていく
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花桃を日本一に
生産のポイント



促成室全体
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花桃を日本一に



促成中の花桃
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花桃を日本一に



促成中の花桃
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花桃を日本一に



花桃出荷準備
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花桃を日本一に



地域・社会貢献活動

地域と共に成長する枝物部会
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• 高校生花いけバトルの支援
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地域・社会貢献活動
地域と共に成長する枝物部会
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高校生花いけバトルの支援（地元小瀬高校）



• 高校生花いけバトルの支援

• 公共施設等への花の装飾
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地域・社会貢献活動
地域と共に成長する枝物部会



新春や記念行事に花を飾りPR
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公共施設等への花の装飾



• 高校生花いけバトルの支援

• 公共施設等への花の装飾

• 幼稚園、保育園児への

花桃(ひな祭り)プレゼント

• 復興支援

・福島県浪江町の枝物産地

・ウクライナ人道支援
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地域・社会貢献活動
地域と共に成長する枝物部会
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ウクライナ人道支援 ユニセフを通じてウクライナへ寄付



今後の課題
奥久慈枝物部会の成長のために
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今後の課題

・後継者作り

・新規就農者の増員

・日本の花き文化の更なるPR
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枝物と共にみんなに楽しんでもらうこと
日本一の枝物産地をめざす！

次の目標



枝物の振興による

耕作放棄地解消
の取り組み
JA常陸 奥久慈枝物部会

会長 石川幸太郎


